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ランチョン, 横浜, 2014, 4. 

※ 千島 隆司 : がん診療で必要とされるサイコオンコロジー. サイコオンコロジーセミナー in Yokohama, 講演・ランチョン, 横浜, 
2014, 5. 

※ 大椛 裕美 : 乳がんと診断されても自分らしく生きるために. 日本対がん協会・朝日新聞社主催／ピンクリボンフェスティバルシンポ
ジウム, 講演・ランチョン, 東京, 2014, 10. 

※ 千島 隆司 : 乳がんのA to Z；乳がんの手術とチーム医療. 第 3回青森ピンクリボンプロジェクト／青森乳がん学校, 講演・ランチョ
ン, 青森, 2014, 10. 

※ 千島 隆司 : 遺伝性乳がんの基礎＆ロールプレー（ファシリテーター）, 第 3回青森ピンクリボンプロジェクト／青森乳がん学校, その
他, 青森, 2014, 10. 

※ 千島 隆司 : 女性として、家族として知っておきたい”乳がん”という病気. 第9回コープのがんセミナー, 講演・ランチョン, 横浜, 
2014, 11. 

※ 千島 隆司 : 地域医療支援病院におけるチーム医療の重要性. 第 1回（横浜南部医療圏）乳がん治療研究会, 講演・ランチョン, 横浜, 
2014, 12. 

 
（ラジオ・テレビ） 
1. 千島 隆司 : 臨床医、そして研究者としての「がん診療」. 第22回Dream Talk, エフエム戸塚, 横浜, 2014年 1月 7日. 
2. 千島 隆司 : 健康の源とは「勇気」と「元気」を使うこと. 第18回アフター５放送部, エフエム戸塚, 横浜, 2014年 1月30日. 
3. 千島 隆司 : 医学教育の変遷. 教育の語り場, エフエム戸塚, 横浜, 2014年 3月10日. 
4. 千島 隆司 :「断捨離」で心身共にリフレッシュ！ 第26回アフター５放送部, エフエム戸塚,横浜, 2014年 3月27日. 
5. 千島 隆司 : 女性として、家族として知っておきたい乳がんの話・乳がんを早期発見するための心構え. 健康知りたい話, ラジオ日本, 
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関東, 2014年 4月21日－24日. 
6. 千島 隆司 : 最適な「がん治療」を選択するためのコミュニケーション法. 第 9回ときめきパーク, エフエム戸塚, 横浜, 2014年 5月
28日.

（雑誌・新聞） 
1. 千島 隆司 : 乳がん検診の不安と疑問を解消. 広報しんじゅく（東京都）, 第2094号, 3面, 平成26年 2月15日.
2. 千島 隆司 : 指先から始めるピンクリボン. からだにいいこと, 10(11) : 119-121, 2014年 9月16日.
3. 千島 隆司 : 女性として、家族として知っておきたい”乳がん”という病気. mio（生活協同組合ユーコープ発行）, 10月号 : 14,
2014年 9月29日.

4. 川嶋 啓明, 千島 隆司 : 青森ピンクリボンプロジェクト－乳がん学校やコラボ行事多彩に－.東奥日報（朝刊）, 12面, 2014年10月01
日号.

5. 川嶋 啓明, 千島 隆司 : 青森で乳がん学校－検査技師、ケア看護師学ぶ－. 東奥日報（朝刊），社会面, 2014年10月25日号.

<横須賀共済病院＞ 
1. 渡邉 純, 大田 貢由, 諏訪 雄亮, 鈴木 紳祐, 渡部 顕, 石部 敦士, 渡辺 一輝, 本間 祐樹, 高川 亮, 南 裕太, 盛田 知幸, 茂垣 雅俊, 津
浦 幸夫, 舛井 秀宣 : 当院におけるMixed adenoneuroendocrine carcinoma (MANEC)症例の検討. 第80回大腸癌研究会. 一般演
題, 東京, 2014, 1. 

2. 石井 慧, 高川 亮, 矢後 彰一, 遠藤 千穂, 千葉 創, 久保 博一, 川元 真, 後藤 晃紀, 中山 岳龍, 小西 隆行, 本間 祐樹, 南 裕太, 渡邉
純, 盛田 知幸, 茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫 : 腹腔内遊離ガス像を呈した腸管嚢腫様気腫症の1例. 第139回神奈川臨床外科医学会
集団会. 一般演題, 横浜, 2014, 2.

3. 渡邉 純, 大田 貢由, 諏訪 雄亮, 鈴木 紳祐, 渡部 顕, 石部 敦士, 渡辺 一輝, 後藤 晃紀, 本間 祐樹, 高川 亮, 南 裕太, 盛田 知幸, 茂
垣 雅俊, 舛井 秀宣, 市川 靖史, 遠藤 格 : ICG蛍光リンパ流評価を併用した脾彎曲部癌 に対するリンパ節郭清. 第114回日本外科学
会定期学術集会, 一般演題, 京都, 2014, 4.

4. 菊池 祐太郎, 松山 隆生, 森 隆太郎, 野尻 和典, 熊本 宜文, 谷口 浩一, 武田 和永, 田中 邦哉, 遠藤 格 : 肝門板‐グリソン鞘境界点
の外科解剖. 第114回日本外科学会定期学術集会, 一般演題, 京都, 2014, 4.

5. 小暮 悠, 國崎 主税, 牧野 洋知, 木村 準, 菅野 伸洋, 大島 貴, 大田 貢由, 高川 亮, 小坂 隆司, 小野 秀高, 秋山 浩利, 遠藤 格 :
Reduced-port laparoscopy-assisted total gastrectomyの有用性. 第114回日本外科学会定期学術集会, 一般演題, 京都, 2014,
4.

6. 南 裕太, 矢後 彰一, 遠藤 千穂, 久保 博一, 中山 岳龍, 後藤 晃紀, 川元 真, 小西 隆行, 本間 祐樹, 高川 亮, 渡邉 純, 盛田 知幸, 茂
垣 雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫 : 尾側膵切除における膵切離法の検討. 第26回日本肝胆膵外科学会学術集会, ポスター, 和歌山, 2014,
6.

7. 本間 祐樹, 南 裕太, 後藤 晃紀, 中山 岳龍, 渡邉 純, 茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫: 膵癌に対する消化管バイパス術の意義. 第26
回日本肝胆膵外科学会, ポスター,和歌山, 2014, 6.

8. 菊地 祐太郎, 松山 隆生, 平谷 清吾, 森 隆太郎, 野尻 和典, 熊本 宜文, 谷口 浩一, 武田 和永, 秋山 浩利, 遠藤 格 : 末梢型肝内胆管
癌と肝門型肝内胆管癌の臨床病理学的異同. 第26回日本肝胆膵外科学会, ポスター, 和歌山, 2014, 6.

9. 山田 淳貴, 渡邉 純, 遠藤 千穂, 小暮 悠, 菊地 祐太郎, 門倉 俊明, 石部 敦士, 渡辺 一輝, 大田 貢由, 山口 直孝, 野尻 和典, 盛田
知幸, 茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫, 津浦 幸夫 : 肛門管に発生したMixed adenoneuroendocrine carcinomaの一例. 第833回
外科集団会, 一般演題,東京, 2014, 6.

10. 遠藤 千穂, 高川 亮, 久保 博一, 千葉 創, 川元 真, 後藤 晃紀, 中山 岳龍, 小西 隆行, 本間 祐樹, 南 裕太, 渡邉 純, 盛田 知幸, 茂垣
雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫 : 当院における腹壁瘢痕ヘルニアに対する治療戦略. 第12回日本ヘルニア学会, ポスター, 東京, 2014, 6.

11. 小暮 悠, 大田 貢由, 田 鍾寛, 林 茂也, 石部 敦士, 菅野 伸洋, 渡邉 純, 渡辺 一輝, 市川 靖史, 國崎 主税, 遠藤 格 : Sheet型mesh
による腹壁瘢痕ヘルニア修復術後に腹腔鏡下結腸右半切除術を施行した1例. 第39回日本外科系連合学会, 一般演題, 東京, 2014, 6.

12. 熊野 曜平, 盛田 知幸, 遠藤 千穂, 山田 淳貴, 矢後 彰一, 川村 祐介, 小暮 悠, 菊地 祐太郎, 門倉 俊明 山口 直孝, 渡邉 純, 野尻 和
典, 茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫, 津浦 幸夫 : 小腸転移による穿孔を来したhCG産生肺大細胞癌の1例. 第43回神奈川県消化器外
科研究会. 一般演題, 横浜, 2014, 6.

13. 渡邉 純, 大田 貢由, 諏訪 雄亮, 鈴木 紳祐, 渡部 顕, 石部 敦士, 渡辺 一輝, 茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫 : 縫合不全の予防として
のICG蛍光法を用いた直腸S状部付近の腸管血流の評価. 第69回日本消化器外科学会総会, パネルディスカッション, 郡山, 2014, 7.

14. 菊地 祐太郎, 松山 隆生, 平谷 清吾, 森 隆太郎, 野尻 和典, 熊本 宜文, 谷口 浩一, 武田 和永, 秋山 浩利, 遠藤 格 : 当院における肝
内胆管癌の治療成績および予後因子の検討. 第69回日本消化器外科学会総会. 一般演題, 郡山, 2014, 7.

15. 遠藤 千穂, 高川 亮, 本間 祐樹, 渡邉 純, 南 裕太, 盛田 知幸, 茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫 : 胃全摘を必要とする高齢者胃癌（75
歳以上）に対する治療戦略の検討. 第69回日本消化器外科学会総会, 一般演題, 郡山, 2014, 7.

16. 後藤 晃紀, 渡邉 純, 諏訪 雄亮, 渡部 顕, 石部 敦士, 渡辺 一輝, 大田 貢由, 茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫 : 単孔式左側結腸癌手術
に対するDST再建時の直腸切離の工夫. 第69回日本消化器外科学会総会, 要望演題, 郡山, 2014, 7.

17. 久保 博一, 渡邉 純, 川元 真, 渡部 顕, 石部 敦士, 渡辺 一輝, 大田 貢由, 茂垣 雅俊, 舛井 秀宜, 長堀 薫 : 当院における絞扼性イレ
ウスに対する腹腔鏡下手術の検討. 第69回日本消化器外科学会総会, 要望演題, 郡山, 2014, 7.

18. 小暮 悠, 大田 貢由, 石部 敦士, 菅野 伸洋, 渡邉 純, 渡辺 一輝, 市川 靖史, 國崎 主税, 遠藤 格 : 腹腔鏡下超低位前方切除における
計画的 2回切離法の有用性. 第69回日本消化器外科学会総会, 要望演題, 郡山, 2014, 7.
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19. 盛田 知幸, 茂垣 雅俊, 本間 祐樹, 高川 亮, 渡邉 純, 南 裕太, 舛井 秀宣, 北村 理絵子, 津浦 幸夫, 長堀 薫 : 腹直筋皮弁再建後に急
速増大した局所再発巣に対し、再建皮弁を温存し切除した一例. 第22回日本乳癌学会, ポスター, 大阪, 2014, 7. 

20. 渡邉 純, 大田 貢由, 石部 敦士, 門倉 俊明, 山口 直孝, 野尻 和典, 盛田 知幸, 茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫 : 下行結腸癌に対する
単孔式腹腔鏡下 Complete Mesocolic Excision (CME)の手術手技. 第 8回単孔式内視鏡手術研究会, ビデオシンポ, 福井, 2014, 8. 

21. 菊地 祐太郎, 松山 隆生, 森 隆太郎, 野尻 和典, 熊本 宜文, 谷口 浩一, 武田 和永, 遠藤 格 : 特異な胆管, 門脈の走行変異を認めた
肝門部胆管癌の 1切除例. 第50回日本胆道学会, ポスター, 東京, 2014, 9. 

22. 山田 淳貴, 茂垣 雅俊, 野尻 和典, 矢後 彰一, 小暮 悠, 遠藤 千穂, 菊地 祐太郎, 門倉 俊明, 山口 直孝, 渡邉 純, 盛田 知幸, 舛井 
秀宣, 長堀 薫 : 分流手術後遺残胆管内蛋白栓形成に対し胆管切除・主乳頭形成術を施行、その後副膵管内に蛋白栓を形成し14年経過
観察している 1例. 第37回日本膵胆管合流異常研究会, 一般演題, 横浜, 2014, 9. 

23. 矢後 彰一, 野尻 和典, 山田 淳貴, 川村 祐介, 遠藤 千穂, 小暮 悠, 菊地 祐太郎, 門倉 俊明, 山口 直孝, 渡邉 純, 盛田 知幸, 茂垣 
雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫 : 院で経験したRFA施行後再発HCCに対し手術治療を行った 3例の検討. 第33回Microwave Surgery研
究会, 一般演題, 大阪, 2014, 9. 

24. 渡邉 純, 大田 貢由, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 門倉 俊明, 山口 直孝, 野尻 和典, 盛田 知幸, 茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 
薫 : 下行結腸癌に対する単孔式腹腔鏡下 Complete Mesocolic Excision (CME)の手術手技. 第27回日本内視鏡外科学会総会, パネ
ルディスカッション, 岩手, 2014, 10. 

25. 門倉 俊明, 門倉 俊明, 渡邉 純, 大田 貢由, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 山口 直孝, 野尻 和典, 盛田 知幸, 茂垣 雅俊, 舛井 
秀宜, 長堀 薫 : 左側結腸癌に対するTMRadial Reloadを用いた臍からの直腸切離の工夫. 第27回日本内視鏡外科学会総会, ワーク
ショップ, 岩手 2014, 10. 

26. 遠藤 千穂, 渡邉 純, 渡部 顕, 石部 敦士, 渡辺 一輝, 大田 貢由, 門倉 俊明, 山口 直孝, 野尻 和典, 盛田 知幸, 茂垣 雅俊, 舛井 秀
宜, 長堀 薫 : 当院における絞扼性イレウスに対する腹腔鏡下手術の検討. 第27回日本内視鏡外科学会総会. 一般演題, 岩手, 2014, 
10. 

27. 渡邉 純 : 直腸癌に対する腹腔鏡下側方郭清の手技. 第27回日本内視鏡外科学会総会, その他, 岩手, 2014, 10. 
28. 渡邉 純, 大田 貢由, 諏訪 雄亮, 鈴木 紳祐, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 門倉 俊明, 山口 直孝, 野尻 和典, 盛田 知幸, 茂垣 雅俊, 

舛井 秀宣, 長堀 薫 : ICG蛍光リンパ流観察を術中ナビゲーションとした脾彎曲部癌に対するリンパ節郭清. 第 7回蛍光Navigation 
Surgery研究会, 一般演題, 京都, 2014, 10. 

29. 渡邉 純, 大田 貢由, 諏訪 雄亮, 鈴木 紳祐, 渡部 顕, 石部 敦士, 渡辺 一輝, 盛田 知幸, 茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 津浦 幸夫, 長堀 薫 : 
WHO分類に基づいたMixed adenoneuroendocrine carcinoma（MANEC)症例の検討. 第22回日本消化器関連学会週間, ポスター, 
神戸, 2014, 10. 

30. 門倉 俊明, 渡邉 純, 大田 貢由, 諏訪 雄亮, 鈴木 紳祐, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 野尻 和典, 市川 靖史, 遠藤 格 : ICG蛍光
リンパ流観察を術中ナビゲーションとした脾彎曲部癌に対するリンパ節郭清. 第69回日本大腸肛門病学会学術集会, パネルディスカッ
ション, 横浜, 2014, 11. 

31. 渡邉 純, 大田 貢由, 諏訪 雄亮, 鈴木 紳祐, 門倉 俊明, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 野尻 和典, 市川 靖史, 遠藤 格 : ICG蛍光
法を併用した直腸癌に対する 腹腔鏡下自律神経温存側方リンパ節郭清. 第69回日本大腸肛門病学会学術集会, ビデオシンポ, 横浜, 
2014, 11. 

32. 渡邉 純, 大田 貢由, 諏訪 雄亮, 鈴木 紳祐, 門倉 俊明, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 野尻 和典, 市川 靖史, 遠藤 格 : 大腸癌
に対する単孔式腹腔鏡下手術の短期・中期成績. 第69回日本大腸肛門病学会学術集会, 要望演題, 横浜, 2014, 11. 

33. 門倉 俊明, 渡邉 純, 大田 貢由, 諏訪 雄亮, 鈴木 紳祐, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 野尻 和典, 市川 靖史, 遠藤 格 : WHO分
類に基づいたMixed adenoneuroendocrine carcinoma（MANEC)症例の検討. 第69回日本大腸肛門病学会学術集会, 要望演題, 横
浜, 2014, 11. 

34. 遠藤 千穂, 渡邉 純, 大田 貢由, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 門倉 俊明, 山口 直孝, 野尻 和典, 盛田 知幸, 茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 
長堀 薫 : 絞扼性イレウスに対する腹腔鏡下手術の適応の妥当性と短期成績の検討. 第76回日本臨床外科学会総会, ワークショップ, 
郡山, 2014, 11. 

35. 渡邉 純, 大田 貢由, 諏訪 雄亮, 鈴木 紳祐, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 門倉 俊明, 山口 直孝, 野尻 和典, 盛田 知幸, 茂垣 雅俊, 
舛井 秀宣, 長堀 薫 : ICG蛍光リンパ流観察を術中ナビゲーションとした脾彎曲部癌に対するリンパ節郭清. 第76回日本臨床外科学会
総会. 一般演題, 郡山, 2014, 11. 

36. 小暮 悠, 渡邉 純, 遠藤 千穂, 門倉 俊明, 山口 直孝, 野尻 和典, 盛田 知幸, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 大田 貢由, 茂垣 雅
俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫 : 絞扼性イレウスに対する腹腔鏡下手術の適応の妥当性と短期成績の検討. 第76回日本臨床外科学会総会. 一
般演題, 郡山, 2014, 11. 

37. 山田 淳貴, 渡邉 純, 門倉 俊明, 菊地 祐太郎, 遠藤 千穂, 小暮 悠, 石部 敦士, 渡辺 一輝, 大田 貢由, 山口 直孝, 野尻 和典, 盛田 知幸, 
茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫 : 腹腔鏡下低位前方切除術を施行後、両側腸腰筋膿瘍を形成し、術後治療に難渋した 1例. 第76回日
本臨床外科学会総会, 一般演題, 郡山, 2014, 11. 

38. 山田 淳貴, 渡邉 純, 門倉 俊明, 菊地 祐太郎, 遠藤 千穂, 小暮 悠, 石部 敦士, 渡辺 一輝, 大田 貢由, 山口 直孝, 野尻 和典, 盛田 知幸, 
茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫 : 上行結腸癌術後に発生したSister Mary Joseph's noduleの1例. 第76回日本臨床外科学会総会, 
一般演題, 郡山, 2014, 11. 

39. 武井 将伍, 渡邉 純, 門倉 俊明, 山口 直孝, 野尻 和典, 盛田 知幸, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 大田 貢由, 茂垣 雅俊, 舛井 秀宣, 
長堀 薫 : 術前化学療法が著効した膀胱浸潤、多発リンパ節転移を伴うS状結腸癌の 1例. 第76回日本臨床外科学会総会. 一般演題, 郡
山, 2014, 11. 
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40. 菊地 祐太郎, 松山 隆生, 森 隆太郎, 野尻 和典, 熊本 宜文, 谷口 浩一, 武田 和永, 遠藤 格 : Surgical anatomy of the plate 
system - Glisson's capsule border. 第18回臨床解剖研究会, ポスター, 東京, 2014, 11. 

41. 渡邉 純, 大田貢由, 諏訪宏和, 樅山将士, 石部敦士, 渡辺一輝, 矢後彰一, 野尻和典, 茂垣雅俊, 舛井秀宣, 長堀 薫: 創感染予防対策と
しての皮下閉鎖式吸引ドレーン留置. 第27回日本外科感染症学会総会学術集会, シンポジウム, 東京, 2014, 12. 

42. 石井 慧, 山口 直孝, 山田 淳貴, 矢後 彰一, 川村 祐介, 小暮 悠, 菊地 祐太郎, 門倉 俊明, 渡邉 純, 野尻 和典, 盛田 知幸, 茂垣 雅
俊, 舛井 秀宣, 長堀 薫 : 結石の自然排石を認めた胆石イレウスの2例. 第332回日本消化器病学会関東支部例会, 一般演題, 横浜, 
2014, 12. 

※ 渡邉 純 : 腹腔鏡下直腸切除術～直腸垂直切離の工夫～. 第80回大腸癌研究会, 講演・ランチョン, 東京, 2014, 1. 
※ 渡邉 純 : ここまでできる！！腹腔鏡下直腸癌手術 ～超低位2回切離＆側方郭清～. 第76回日本臨床外科学会総会. 講演・ランチョン, 
郡山, 2014, 11. 

 
<横浜みなと赤十字病院＞ 
1. 清水 大輔, 菅沼 伸康, 山田 彰光, 山中 隆司, 千葉 明彦, 石川 孝, 吉田 明, 清水 哲, 遠藤 格 : 術後補助療法としてのTC療法の認
容性と効果に関する多施設共同研究. 第22回日本乳癌学会学術総会, 一般演題, 大阪, 2014, 7. 

2. 清水 大輔, 矢野 智之, 石井 義剛, 島 秀栄, 山口 和哉, 伊藤 理 : 乳房再建方法の選択に関する検討. 第2回日本乳房オンコプラス
ティックサージャリー学会総会. 一般演題, 東京, 2014, 10. 

3. 矢野 智之, 清水 大輔, 石井 義剛, 山口 和哉, 島 秀栄, 伊藤 理 : 形成外科̶乳腺外科の包括的チーム連携が当院乳房再建にもたらし
たインパクト. 第2回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会, 一般演題, 東京, 2014, 10. 

4. 山口 和哉, 清水 大輔, 島 秀栄 : 当院におけるステレオガイド下マンモトーム生検の現状. 第50回日本赤十字社医学会総会, 一般演
題, 熊本, 2014, 10. 

5. 山口 和哉, 清水 大輔, 島 秀栄, 伊藤 美奈子 : 当院における乳癌検診の現状. 第26回日本乳癌検診学会学術集会, 一般演題, 群馬, 
2014, 11. 

6. 清水 康博, 清水 大輔, 島 秀栄, 河手 敬彦, 熊谷 二郎 : 化学療法にて病勢進行し、内分泌治療で著明な効果を得た進行粘液癌の１例. 
第11回日本乳癌学会関東地方会, 一般演題, 埼玉, 2014, 12. 

 

<済生会横浜市南部病院＞ 
1. 土田 知史, 國崎 主税, 白井 順也, 渡辺 卓央, 小野 秀高, 大島 貴, 福島 忠男, 三輪 治生, 金子 卓, 杉森 一哉, 湯川 寛夫, 吉川 貴
己, 利野 靖, 今田 敏夫, 益田 宗孝 : 胃癌幽門狭窄に対するステント留置と胃空腸吻合術の成績（口演）. 第10回日本消化管学会, 一
般演題, 福島, 2014, 2. 

2. 渡辺 卓央, 國崎 主税, 白井 順也, 土田 知史, 小野 秀高, 大島 貴, 福島 忠男, 三輪 治生, 金子 卓, 杉森 一哉, 湯川 寛夫, 吉川 貴
己, 利野 靖, 今田 敏夫, 益田 宗孝 : 当院におけるMalignant Gastric Outlet Obstructionに対するバイパス術および十二指腸ステ
ント留置術の有用性について. 第10回日本消化管学会, 一般演題, 福島, 2014, 2. 

3. 柊 陽平, 渡辺 卓央, 岡本 浩直, 原田 郁, 大田 洋平, 三箇 山洋, 土田 知史, 平川 昭平, 長谷川 聡, 虫明 寛之, 長谷川 誠司, 福島 
忠男, 中山 崇, 池 秀之, 今田 敏夫 : Meckel憩室による絞扼性イレウスの一例. 第139回神奈川県臨床外科医学会集談会, 一般演題, 
横浜, 2014, 2. 

4. 渡辺 卓央, 池 秀之, 岡本 直浩, 原田 郁, 大田 洋平, 三箇 山洋, 土田 知史, 平川 昭平, 長谷川 聡, 虫明 寛行, 長谷川 誠司, 福島 
忠男, 利野 靖, 益田 宗孝, 今田 敏夫 : 大腸癌イレウスに対するステント留置の治療成績. 第36回日本癌局所療法研究会, 一般演題, 
八尾市, 2014, 6. 

5. 土井 雄喜, 虫明 寛行, 森 康一, 原田 真吾, 藤川 善子, 薮下 泰宏, 渡辺 卓央, 三箇 山洋, 嶋田 和博, 土田 知史, 平川 昭平, 長谷川
誠司, 福島 忠男, 池 秀之, 今田 敏夫 : 子宮広間膜裂孔ヘルニアの 1例. 第59回神奈川消化器病研究会, 一般演題, 横浜, 2014, 6. 

6. 菊池 友章 : 複数科、多職種の介入を要したS状結腸癌の一例. 第 1回院内がん診療支援センター主催合同公開カンファレンス, 一般演
題, 横浜, 2014, 8. 

7. 小島 朋之, 薮下 泰宏, 土井 雄喜, 菊池 彰友, 森 康一, 原田 真吾, 藤川 善子, 渡辺 卓央, 嶋田 和博, 土田 知史, 村上 仁志, 平川 
昭平, 長谷川 誠司, 福島 忠男, 池 秀之, 今田 敏夫 : 腹腔鏡下に整復したS状結腸と後腹膜の生理的癒着に起因する内ヘルニアの1例. 
第140回神奈川臨床外科医学会集談会, 一般演題, 横浜, 2014, 9. 

8. 藤川 善子, 長谷川 誠司, 土井 雄喜, 薮下 泰宏, 三箇 山洋, 渡辺 卓央, 土田 知史, 虫明 寛行, 福島 忠男, 池 秀之, 今田敏夫 : 高齢
者大腸癌症例に対する鏡視下外科手術成績の検討. 第27回日本内視鏡外科学会総会, 一般演題, 盛岡, 2014, 10. 

9. 藤川 善子, 長谷川 誠司, 土井 雄喜, 薮下 泰宏, 三箇 山洋, 渡辺 卓央, 土田 知史, 虫明 寛行, 福島忠男, 池 秀之, 今田 敏夫 : 高齢
者大腸癌症例に対する鏡視下外科手術成績の検討. 第69回日本大腸肛門病学会学術集会, 要望演題, 横浜, 2014, 11. 

10. 福山 龍太郎, 渡辺 卓央, 澁谷 泰介, 菊池 彰友, 森 康一, 原田 真吾, 藤川 善子, 薮下 泰宏, 嶋田 和博, 土田 知史, 村上 仁志, 平川
昭平, 長谷川 誠司, 福島 忠男, 池 秀之, 今田 敏夫 : イレウス症状で発症した腸アニサキス症の 1例. 第141回神奈川臨床外科医学会
集談会, 一般演題, 横浜, 2014, 12. 

※ 池 秀之 : 第188回港南区医師会学術講演会, 座長・司会, 横浜 2014, 1. 
※ 池 秀之 : 第31回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会, 座長・司会, 仙台, 2014, 2. 
※ 池 秀之 :「直腸癌治療の進歩－手術と化学療法－」. 第11回横浜港南医学会, 特別講演, 講演・ランチョン, 横浜, 2014, 2. 
※ 池 秀之 : 第189回港南区医師会学術講演会, 座長・司会, 横浜, 2014, 3. 
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※ 池 秀之 : 第114回日本外科学会定期学術集会, 座長・司会, 京都, 2014, 4. 
※ 平川 昭平 : 第26回日本内分泌外科学会, 座長・司会, 名古屋, 2014, 5. 

<横浜保土ヶ谷中央病院＞ 
1. 堀井 伸利, 上向 伸幸, 和田 朋子, 小澤 真由美, 齋藤 健人, 平野 進, 長堀 優 : S状結腸間膜裂孔ヘルニアの 1例. 第50回日本腹部救
急医学会総会, 東京, 2014, 3. 

2. 峯岸 裕蔵, 上向 伸幸, 小澤 真由美, 谷口 浩一, 齋藤 健人, 平野 進, 長堀 優 : 横行結腸癌術後に肛門部悪性黒色腫を発症した 1例.
第43回神奈川県消化器外科研究会, 横浜, 2014.6.

3. 谷口 浩一, 上向 伸幸, 峯岸 裕蔵, 小澤 真由美, 齋藤 健人, 平野 進, 長堀 優 : 膵部分切除を実施した膵体部dermoid cyst の 1例.
第833回外科集談会, 東京, 2014.6.

4. 峯岸 裕蔵, 谷口 浩一, 上向 伸幸, 小澤 真由美, 齋藤 健人, 平野 進, 長堀 優 : WarshawⅢ型膵管癒合不全を伴った新古見分類Ⅲc
Ⅰ型膵胆管合流異常症の 1例. 第37回日本膵・胆管合流異常研究会, 横浜, 2014.9.

5. 谷口 浩一, 上向 伸幸, 峯岸 裕蔵, 小澤 真由美, 齋藤 健人, 平野 進, 長堀 優 : 膵臓の発生学的観点から見た膵胆管合流異常症. 第8
回横浜西部消化器病連携セミナー, 横浜, 2014.11.

<港南台病院＞ 
1. 大塚 裕一, 神谷 周良, 眞塩 一樹 : 小規模病院、在宅診療における口腔内粘膜吸収フェンタニル製剤の導入経験. 第52回日本癌治療
学会学術集会, ポスター, 横浜, 2014, 8. 

<NTT東日本関東病院＞ 
1. 開田 脩平, 渡辺 一輝, 石部 敦士, 鈴木 紳祐, 諏訪 雄亮, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 渡邉 純, 大田 貢由, 針原 康, 市川 靖史, 遠藤 格 :
結腸癌手術におけるドレーン留置の必要性の検討. 第76回日本臨床外科学会総会, 要望演題, 郡山, 2014, 11.

<聖路加国際病院＞ 
1. Kida,K, Ishikawa T, Yamada A, Shimada K, Narui K, Sugae S, Shimizu D, Tanabe M, Ichikawa Y, Endo I : The Impact of
ALDH1 on Chemo-resistance and Prognosis according to Intrinsic Subtype in Breast Cancers. San Antonio Breast 
Cancer Symposium 2014, ポスター, 米国, 2014, 12, 

2. 喜多 久美子, 石川 孝, 山田 顕光, 嶋田 和博, 成井 一隆, 菅江 貞亨, 田辺 美樹子, 市川 靖史, 遠藤 格 : 乳癌サブタイプにおける
Aldehyde dehydrogenase 1の発現と治療感受性および予後に関する検討. 第22回日本乳癌学会学術総会. 一般演題, 大阪, 2014,
6.

3. 喜多 久美子, 矢形 寛, 北川 瞳, 吉田 敦, 林 直輝, 山内 英子 : 当院における遺伝性乳癌症例の術式選択に関する検討. 第 2回日本乳
房オンコプラスティックサージャリー学会総会, 一般演題, 東京, 2014, 10.

<帝京大学ちば総合医療センター＞ 
1. Suzuki M, Yamazaki M, Shuto K, Matsuo K, Hirano A, Tanaka K, Koda K : IT and breast surgery -real-tame 3D virtual
navigation. Neoadjuvant Zoledronic Acid Meeting in Glasgow 2014, 一般演題, Glasgow, UK, 2014, 3. 

2. Kosugi C, Koda K, Denda T, Ishibashi K, Isida H. Sike K, Sakata H, Yanagawa S, Natsume T, Takayama W, Koike N,
Matsubara H, Tanaka K, Yamazaki M, Shuto K, Suzuki M, Matsuo K, Mori M, Hirano A : Voice trial-results from a
multicenter phase Ⅱstudy of assessment of clinical efficacy and safety in capecitabine plus intermittent oxaliplatin
together with bevacizumab as the first-line therapy for the patients with advanced colorectal cancer. European
Society for Medical Oncology (ESMO2014), ポスター, Madrid, Spain, 2014, 9.

3. 松尾 憲一 : 下部消化管穿孔による汎発性腹膜炎術後の創管理におけるVACの有用性. 平成26年度帝京大学ちば総合医療センター外科
例会, 一般演題, 市原, 2014, 3.

4. 村上 崇 : 膵癌における術前放射線化学療法に伴う免疫能の変化. 平成26年度帝京大学ちば総合医療センター外科例会, 一般演題, 市
原, 2014, 3.

5. 田中 邦哉 : 肝臓の手術. 平成26年度帝京大学ちば総合医療センター外科例会, 一般演題, 市原, 2014, 3.
6. 田中 邦哉 : 大山 倫男, 藪下 泰宏, 中川 和也, 谷口 浩一, 松山 隆生, 大田 貢由, 市川 靖史 : 大腸癌高度肝転移に対する切除適応拡
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